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海南高校ＳＳＨ成果発表会
２月５日（火）海南市民交流センターで実施

しました。本校１・２学年生徒及び県内外の高
校教員、県内の小・中学校教員約４００名が参

加しました。
Ｓ Ｉ Ｔ Ｐ、
科 学 部 が行
っ た 課 題研
究 の ス テー
ジ 発 表 、ポ
ス タ ー セッ
シ ョ ン を行
い ま し た。

２年生にとっては１年間、自分たちが取り組ん
で き た 研
究 内 容 を
発 表 す る
よ い 機 会
と な り 、
来 年 度 課
題 研 究 に
取 り 組 む
１ 年 生 に
とっては、
研究の手法や説明方法に関する具体的ヴィジョ
ンを得る機会となりました。
その後、本校ＯＢでもある近畿大学水産研究

所 澤田好史 教授が「クロマグロ完全養殖－
大学で魚を育て人を育てる－」と題して特別講
演を行いま
した。生徒
の感想には
「海外にも
養殖技術を
伝えに行っ
ている事に
驚いた。食
糧問題は地
球全体の問
題であり、
地球規模の視点で考えなければならないと感じ
た。」などがあり、科学的視野の拡大によい影
響を与えてくださいました。

高校生のための和歌山未来塾
１年生理系生徒を中心に70名が参加
２月１１日（月・祝）和歌山市の（県）勤労

福祉会館プラザホープで開催されました。京都

大学 西川伸一 名誉教授が「人間がの科学が
進歩する２１世紀～みんなが科学に参加する時
代が来た～」と題して講演を行いました。生態
や人ゲノムから始まり、最後は、今後近い将来
誰もが科学する、科学しなければならない時代

が来る。既
に、情報ネ
ットワーク
の進展によ
り、医学な
ども研究者
や医師だけ
の問題でな
くなってき

ている。同様に政治、行政、教育も情報を元に
大きく変化していく。という内容でした。参加
した高校生からの質問コーナーでは、全部で８
人が質問を出し
たのですが、そ
のうち５人は海
南高校生でした。
ＳＳＨ成果発表
会直後でもあり、
生徒の科学的好
奇心は一層高ま
りました。

第３回 学校運営協議会
２月２１日（木）今年度４回目となる学校運

営協議会が行われました。「地域との連携の推
進」を中心に、今年度協議会のまとめや次年度
の活動に向けて熱心に協議されました。

また、社会資本と
しての学校の果た
すべき役割や地場
産業の継承に関し
て学校にできるこ
とはないのかなど
についての議論も
ありました。

３月の予定
1日 卒業式

4日 遊歩道交通指導（生活指導部）

１・２学年スタディサポート

7日 静波会理事会

11日 高校入試（学力検査）

13日 進路講話(卒業生による)

14日 大学模擬授業＆就職セミナー
15日 クラスマッチ

19日 １学年人権・平和学習

マナーアップ講演

高校入試合格発表

20日 １学年総合的な学習の時間発表会

合格者・保護者説明会

22日 ３学期終業式・30年度修了式


